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1速)胆道癌肝再発例 に対す る外科治療 の経験
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胆道癌の肝再発に対する治療経験を報告 し,経過観察

お土び外科切除における問題点に-,し､て検討 した.症例

は胆管癌上乳頭部癌で挿頭十 二指腸切除術を施行された

2例である.胆管癌症例は術後13-7日巨ごLi)個ハ.乳頭部

癌症例L'よ術後二川:-6-)‖1て 1個(])肝転移を来し.･そJlモ:

川田勺側区域切駄 および肝前区域部分切除(!:施テ~巨MIL
た.

車 陣頭 仁二指腸切除夕施行された胆道癌術後てあー-,

ても.肝内二発に対して外科･的切除か行功左治療上㌧■:,Ill

絶後がある血

② 手術後殿経過観察では渡療マ-カ-の変動をこ十分

注意 し 一旦異常値を認めた場合には,蒋手術の時樹を

教わないようをこ頻回の画像診断を要する.腫療7-か -

の変動を認めない症例ではチ定期的な画像診断は必須 で

:tJf)i:).

しぎ守ヒ松竹4湖畔 転移病巣でも肝静脈やケ‖リン鞘 l_LPOTILl)

trill(11に潜-,上進展を.′j十r二十かあ ;).肝 切除 に お い

では切離断端の癌陰性化をこ注意 しなければ な らな い.

1封 幽門輸温.存陣頭 十 '.指腸 切 除 術 げ I)PD)

8例の経験
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1991隼.Lり我 々ヰ)Q()L を重視Lた臓器保存LJ)立場

より愛野を温存した幽P閣滝泰輝頭十二指腸切除術 脾PPD)

を8例に行在--二,た.内訳く･よ乳頭腺腫 1例 ･乳頭部癌 ニHFIJ･

粘液産生陣痛2例 ･進行肝癌l例 ･胆管癌 1例て辛い､た.

最初の6例は良性か.:iた出七校的早期し叫鋸二村Lて行--.

たが,療症状例は2例のみで,この6例や3例は急性輝

炎にて発症 した.後苦(7)3例に対して旧坤､,か左進行癌

をこ対 して PPPD を行なった.衝直後の合併症は通常の

PI~)3500･PPI'l)で38%と行酎')差は兄[-わなか一･訂∴

しかしながら PPPD脅永法の2例に盛篤な肝腺癌の合

併が見られたが横橡的 ドレナ-ジにて軽快 した.消化管 専

胆道同時シソチグラムを今泉法2例 をこ行ない胃緋滑開始

時間 8食後 1時間腎内容残留率 舟食物胆汁混合状態は良

好であった,胆汁の胃内逆流も見られなかった.結語 :

PPPD は良性疾患や比較的早期の癌に対 して試みてよ

ト術式十考:i,lL､れた.
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胆嚢癌 の進展形式 と標準術式 :
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Ⅰ. 一 般 演 題

日 周蓋内悪性 りン,､瞳患君イソ日用モ油汗 ン′＼球

サブセ プゝト動態と予後殿検討

森 宏･l叫】隆 ･
~吉日 誠 -小野 晃嗣
rlJ申 龍山･武州 章夫∈雷資産諸 研究斯き

頭蓋内悪性.Fン′＼腫患苦 PIう1-subs(It(･り治墳前後LJll

動態を調べ虹 対象は9例で, 生検術後平均 唾3月Gy

L')照射に,I)rL､d,＼･!'Clt.MTX を併用した.Subst､tは.

1一(1u SLlrjt-_,sN･rl̂bを用いて ITACScLlnにて twoでol()r

合併症等に.いさ1く良!1例 tl~'群)で比較検討 した.1)

年齢:G群は令例60才~未満だが,I)群は3例65才i､1上し二

高齢苦が多か一･.た.1)II)liL:Ⅰつ群で 1,(XIO未満LT)例が

多く,経過車5廟 以下に低下 した2例はタ合併症で死亡

した∴ い I-)群で活性化T細胞比の急激左増加上 Cl)LI

C扮8比の急激な低下を来 した.以上の様な症例では肺

炎等の合併症をこ注意 し,強力な化学療法鞘併用には慎重

を願すべきであると考えた.

21(Tl)3.CL)56陽性 T細胞が ヒ ト的線外分

化′1､細胞である可能性
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1990年, マ ウスにおいて主に肝探洞で分化する胸腺


